
１　研究目的

近年、糖尿病患者ならびに疑いのある者の増加傾向は著しく、今後の医療経済に及ぼす影響も無視できない。

　　糖尿病は、その初期には自覚症状がないため、予防に向けた取り組みが遅れがちであり、一般的に、実効ある予防対策の推進には困難さがつきまとう。

　　このため、住民の「自覚・自立」という視点と、「健康感の確認」が予防活動を進めていくうえで重要な要件となる。

　　そこで、本研究では、国保における糖尿病の影響についてデータを整理するとともに、その予防活動のあり方を検討する。ここでは予防に向けた住民一人ひとりの行動変容ならびにその維持のための手法を検討し、住民グループとしての活動促進や、活動をサポートしていく方策を検討する。

　　本研究の成果は、糖尿病に限らず生活習慣病全般の予防対策に適用できると考えられている。

２　研究フロー

　研究のフローは以下の通りである。


　　　　　　　　　　　　　　　手法開発のための方法
糖尿病予防対策に関する研究会設置要綱

1． 目    的

現在、我が国では生活習慣と社会環境の変化に伴い国民病といわれるほど糖尿病の患者及び疑いのある人口は増加している。継続的な高血糖症状を本態とする糖尿病は、初期には自覚症状に乏しいが、全身の血管を傷害し放置すると網膜症・腎症・神経障害等、全身に及ぶ重篤な合併症を引き起こす。これらは個人のQOLの著しい低下はもとより、医療経済的にも大きな負担を社会に強いており、国民医療費の伸びを上回る糖尿病医療費の増加を産んでいる。年齢階層的に高齢者層の厚い国保加入者においては、更なる負担が高まっていくと考えられる。

糖尿病の発症には、環境要因と遺伝要因が関わっており、危険因子としては、加齢、家族歴、肥満、運動不足、耐糖能異常などが挙げられ、また高血圧や高脂血症も独立した危険因子とされている。これらの状況を考慮すると、糖尿病の対策としては国民全体を対象とした健康の増進、即ち食事・肥満・運動不足・ストレス等環境要因に対する予防活動と、疾病の早期発見、合併症の予防が重要である。

これらの状況を鑑み国保中央会では、国民の健康づくりを総合的に推進する健康日本２１計画に積極的に関与し、高騰する医療費を未然に防ぐ観点から、糖尿病予防対策に関する事業を展開することとし、国民健康保険の被保険者の健康・体力の保持増進及び疾病予防を図ることを目的とした調査研究、モデル事業及び研修等の事業の実施のため研究会を設置し検討する。

2． 構    成

①研究会は、研究テーマについて学識経験等を有する者のうちから国保中央会理事長が委嘱する委員をもって構成する。

②研究会に委員及び国保中央会理事長が委嘱する者をもって構成する小委員会を置くことができる。

③委員の任期は平成14年3月31日までとする。

3． 運    営

①研究会に委員長及び副委員長を置き、その選任は委員の互選とする。

②研究会は必要に応じて関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。

③研究会及び小委員会等の招集は、委員長の要請により国保中央会理事長が招集する。

④研究会の庶務は、国保中央会保健介護部保健事業課において行う。

4． 実施期間

  この要綱は、平成13年４月より実施する。
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	住民参加による糖尿病予防
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	長野県
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	中津川市
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	12
	福岡県
	小郡市
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	13
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	13
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	鏡町
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	大分県
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	あなたもわたしもお達者さん・糖尿病予防の会
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糖尿病予防対策事業について


国民健康保険中央会　保健事業課





糖尿病予防のための住民主体の健康づくり


活動のあり方の検討


糖尿病予防における課題の整理


新しい健康づくり活動手法の検討





住民主体の糖尿病予防活動に関する手法開発





地域における糖尿病予防活動の実施、展開方法の検討





地域におけるﾓﾃﾞﾙ事業の選定








ﾓﾃﾞﾙ事業案に基づく実施上の課題や対応方法、予防活動の効果的運営方法の検討





ﾓﾃﾞﾙ事業の実施・評価





1次研修








2次研修








